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銅
鵬
文
化
財
9
8
件
に
！

区
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
文
化
財
保
護
条
例
施

行
以
来
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
を
守
り
、
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
毎
年
文
化
財
の
指

定
・
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
六
年
度
は
次
の

十
一
件
を
新
た
に
指
定
・
登
録
し
ま
し
た
。
平
成
五

年
度
ま
で
の
も
の
と
合
わ
せ
て
、
合
計
九
十
八
件
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
度
指
定
・

登
録
分
と
合
わ
せ
て
近
刊
予
定
「
ね
り
ま
の
文
化
財

特
集
号
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
指
定
さ
れ
た
文
化
財

《
有
形
文
化
財
》

◇
豊
島
氏
奉
納
の
石
燈
龍
　
石
神
井
台
一
－
一
八
－

二
四
　
氷
川
神
社
内

《
有
形
民
俗
文
化
財
》

◇
氷
川
神
社
富
士
塚
　
北
町
八
－
二
二
－
一
氷
川

石製絵馬

新

刊

頒

布

中

新
た
に
刊
行
し
た
文
化
財
に
関
す
る
左
記
資

料
を
六
月
十
一
日
よ
り
頒
布
し
ま
す
。
頒
布

窓
口
は
、
郷
土
資
料
室
・
区
民
情
報
ひ
ろ
ば
で

す
。
ま
た
、
図
書
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◎
中
島
遺
跡
調
査
報
告
書
（
二
二
〇
〇
円
）

◎
練
馬
の
民
具
目
録
－
二
、
生
産
・
生
業
1

二
三
〇
〇
円
）

神
社
内

《
無
形
民
俗
文
化
財
》

◇
鶴
の
舞
　
保
持
団
体
／
氷
川
神
社
宮
宿
鶴
の
舞
保

存
会
　
伝
承
地
／
氷
川
神
社
　
氷
川
台
四
－
四
七

－
三
今
回
登
録
さ
れ
た
文
化
財

《
有
形
文
化
財
》

◇
相
原
正
太
郎
家
住
宅
　
春
日
町
五
－
二
四
－
一
八

相
原
正
太
郎
氏
所
有

◇
石
製
絵
馬
　
南
田
中
五
－
一
四
－
一
二
　
稲
荷
神

社
所
有

◇
井
口
敏
家
文
書
　
関
町
北
ニ
ー
一
－
二
　
井
口
敏

氏
所
有

◇
武
蔵
関
遺
跡
出
土
の
大
型
槍
先
形
石
器
　
石
神
井

台
一
－
一
六
－
三
山
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室

《
無
形
文
化
財
》

◇
ホ
ウ
キ
製
造
技
術
　
保
持
者
／
鹿
島
佐
平
氏
　
高

松
一
－
三
七
－
一
七
・
篠
田
歳
治
氏
　
高
松
一
－

三
七
－
一
四

《
有
形
民
俗
文
化
財
》

◇
丸
彫
青
面
金
剛
庚
申
塔
　
下
石
神
井
五
－
七
－
一

一
地
先
　
庚
申
請
所
有

《
天
然
記
念
物
》

◇
練
馬
東
小
学
校
の
フ
ジ
　
春
日
町
一
1
三
〇
　
練

馬
束
小
学
校
校
庭
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練
馬
区
北
町
に
は
、
旧
川
越
街
道
の
一
部
が
今
も

残
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
商
店
が
両
側
に
立
ち
並
び

賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
川
越
の
万
に
向
う
そ
の
道
が

二
又
に
分
か
れ
る
三
角
状
の
所
に
石
観
音
堂
が
あ
り

ま
す
。
お
堂
の
中
に
は
丸
彫
り
の
観
音
座
像
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
飾
り
気
の
な
い
素
朴
な
観
音
様
で

す
が
、
お
顔
は
や
さ
し
く
、
い
か
に
も
現
世
に
安
ら

ぎ
を
与
え
て
下
さ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

私
が
初
め
て
こ
の
観
音
様
に
出
会
っ
た
と
き
、
ふ

と
鎌
倉
・
東
慶
寺
の
水
月
堂
で
円
窓
の
仏
壇
に
安
置

さ
れ
て
い
る
水
月
観
音
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

水
辺
に
座
し
て
水
面
に
映
る
月
を
眺
め
て
い
る
姿
を

表
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
で
呼
ば
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
柔
和
で
い
ろ
い
ろ
な
祈
り
を
包

み
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
感
じ
た
も
の
で
す
。

北
町
の
聖
観
音
は
、
あ
の
犬
公
方
で
有
名
な
五
代

将
軍
徳
川
綱
吉
の
時
代
、
天
和
二
年
二
六
八
二
）

に
「
四
恩
報
謝
」
の
た
め
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
背
面

に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
り
ま
す
。
台
座
に

は
、
「
大
和
田
・
野
火
留
・
膝
折
・
河
越
・
新
倉
・

白
子
・
北
町
・
赤
塚
村
・
下
練
馬
・
上
板
橋
…
…
」

と
、
川
越
街
道
沿
い
や
城
下
町
の
町
村
名
が
数
多
く

刻
ま
れ
て
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
人
々
の
感
謝
の

気
持
ち
が
そ
こ
に
集
結
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
．川越
街
道
は
江
戸
と
川
越
の
間
、
お
よ
そ
一
三
里

（
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
整
備
し
た
こ
と
に
始

ま
り
、
参
勤
交
代
を
す
る
大
名
は
川
越
の
城
主
だ
け

で
す
が
、
江
戸
の
守
り
も
果
す
重
要
な
街
道
で
し
た
。

下
練
馬
は
宿
駅
と
し
て
本
陣
・
脇
本
陣
・
問
屋
場
・

旅
籠
・
茶
店
な
ど
も
あ
り
、
賑
わ
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
大
木
正
治
郎
さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と

下
練
馬
宿
に
は
七
七
軒
の
家
が
確
認
さ
れ
、
鷹
狩
り

に
必
要
な
生
き
餌
を
扱
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
け

ら
や
・
木
挽
・
棒
や
（
鍬
や
鎌
の
柄
に
使
う
棒
を

売
る
）
な
ど
二
十
数
種
類
の
店
が
立
ち
並
ん
で
い
た

と
の
こ
と
で
す
（
『
古
老
聞
書
』
区
教
委
編
よ
り
）
。

一
方
、
川
越
城
主
∴
松
平
伊
豆
守
信
綱
の
家
臣
安

松
金
石
衛
門
が
設
計
・
工
事
を
し
た
野
火
止
用
水
は

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
完
成
し
、
新
田
開
発
が

至池袋
東武練馬駅

聖観音座像位置図

進
み
、
街
道
沿
い
の
農
村
は
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

野
火
止
用
水
完
成
か
ら
約
三
〇
年
後
、
開
発
の
成

果
が
実
っ
た
人
々
の
喜
び
や
感
謝
、
宿
場
に
な
っ
て

い
た
上
板
橋
・
下
練
馬
・
白
子
・
膝
折
・
大
和
田
・

大
井
で
は
そ
れ
な
り
の
商
売
繁
昌
へ
の
感
謝
を
、
仏

像
を
造
る
こ
と
で
表
わ
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
「
四
恩
報
謝
」
　
の
文
字
か
ら
い
ろ
い
ろ

思
い
め
ぐ
ら
し
て
み
ま
し
た
。

武
州
河
越
多
賀
町
隔
夜
浅
草
光
岳
宗
智
月
参
所

奉
新
造
正
観
音
為
四
恩
奉
謝
也

宙
天
和
二
壬
戊
歳
八
月
吉
辰
日
　
願
主
敬
白

聖
観
音
座
像
背
面

2
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新
　
田

全
庭
坂

常
連
坊

砂
本
村

上
砂
本

野　大　中　藤　大　亀　藤
火　和　野　久　井　久　間
留　田　　保　　保

膝
折

河
鹿
江
戸
町

本
宿
　
新
倉

高
沢
　
白
子

北
町
　
赤
塚
村

下
町
南
町
鍛
冶
町

鳴
町
　
下
練
馬

多
賀
町
　
上
板
橋

松
江
　
足
軽
町

◎・　㊨
聖観音座像台座

三
百
年
以
上
経
っ
た
今
、
新
し
く
な
っ
た
お
堂
の

中
の
観
音
様
に
花
を
供
え
、
手
を
合
わ
せ
て
い
く
姿

を
幾
度
と
な
く
見
て
、
時
代
を
超
え
た
も
の
を
感
じ

ま
す
。
こ
の
聖
観
音
座
像
は
練
馬
区
の
登
録
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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．
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▲
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∪
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．
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小
筈
二
丁
墓
跡
の
発
掘
成
果
か
ら
m

小
竹
町
二
丁
目
遺
跡
調
査
会
　
　
　
　
恩

主
任
調
書
大
野
邦
彦
m

F

宍

y

〉

n

l

〉

n

U

e

八
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目
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▼
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昨
年
十
一
月
か
ら
、
本
年
二
月
ま
で
の
四
ケ
月
間

に
わ
た
り
現
地
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、
現
在
整
理
調

査
中
の
小
竹
町
二
丁
目
遺
跡
（
小
竹
町
ニ
ー
二
八
）

に
つ
い
て
中
間
報
告
を
し
ま
す
。

当
遺
跡
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
に
小
竹
東
遺

跡
・
小
竹
遺
跡
と
い
う
二
つ
の
遺
跡
が
あ
り
、
小
竹

東
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
早
期
、
小
竹
遺
跡
で
は
縄
文

時
代
早
期
・
中
期
お
よ
び
近
世
（
江
戸
時
代
）
・
近

代
の
遺
構
や
数
々
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
と
同
じ
台
地
上
に
存
在
し
て
い
る

当
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
旧
石
器
時
代
二

万
年
以
上
前
）
　
の
石
器
一
点
を
は
じ
め
、
縄
文
時
代

・
中
世
・
近
世
・
近
代
と
や
は
り
多
様
な
時
代
に
及

ん
で
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
土
器
は
中
ご
ろ
（
四
〇
〇
〇
－
四
五

〇
〇
年
前
）
　
に
属
す
る
も
の
で
、
他
に
石
鉄
・
ス
タ

ン
プ
形
石
器
・
打
製
石
斧
・
磨
石
・
蔽
石
・
石
皿
な

ど
石
器
類
も
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
土
し
て

い
ま
す
。

集
落
を
構
成
す
る
一
部
分
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る

人
為
的
な
穴
（
貯
蔵
穴
な
ど
の
土
坑
・
柱
穴
）
や
、

三
〇
〇
〇
点
あ
ま
り
に
の
ぼ
る
多
く
の
土
器
片
が
出

土
し
ま
し
た
が
、
当
遺
跡
で
は
残
念
な
が
ら
住
居
跡

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
・
近
世
以
降
の
遺
跡
も
多
種
に
わ
た
り
瓦
（
写

真
1
）
・
碗
・
皿
・
嚢
・
徳
利
・
水
注
・
灯
明
受
皿

・
火
入
れ
（
写
真
2
）
・
泥
面
子
‥
、
三
チ
ェ
ア
の
生写莫2
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括
用
品
な
ど
の
陶
器
・
磁
器
・
土
器
片
の
他
、
寛
永

通
宝
（
銅
銭
）
や
釘
な
ど
の
鉄
製
品
も
み
ら
れ
、
特

に
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
笠
間
系
の
大
徳
利
（
写

真
3
）
が
一
点
、
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
形
で
出
土
し
て

い
ま
す
。

他
の
遺
構
と
し
て
は
、
清
一
カ
所
と
直
径
二
メ
ー

ト
ル
前
後
の
円
形
の
遺
構
三
基
、
穴
の
中
を
た
た
き

固
め
た
円
形
遺
構
が
二
基
み
つ
か
り
、
遺
構
中
に
は
、

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
遺
物
の
出
土
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
構
の
時
代
の
特

定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
遺
跡
は
、
小
竹
遺
跡
に
非
常
に
近
接
し
た
位
置

に
在
り
、
出
土
品
の
観
点
か
ら
も
そ
の
共
通
性
が
兄

い
だ
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
小
竹
町
二
丁
目
遺
跡
で
発

見
さ
れ
た
遺
構
と
出
土
し
た
遺
物
は
、
整
理
調
査
が

進
み
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
当
時
の
人
々
の
日
常
生

活
の
様
相
を
知
る
と
い
う
歴
史
的
研
究
の
良
い
資
料

と
な
る
で
し
ょ
う
。

刺
身
の
つ
ま
作
り
具

郷土資料室収蔵品シリーズ第19回

大
根
は
、
煮
て
も
焼
い
て
も
、
そ
し
て
生
で
も
食

べ
ら
れ
る
重
宝
な
野
菜
で
す
。
練
馬
大
根
は
沢
庵
清

で
広
く
世
間
に
知
れ
わ
た
り
ま
し
た
が
、
実
は
、
刺

身
の
つ
ま
用
に
、
太
く
て
先
の
短
い
大
根
も
栽
培
し

て
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
大
根
を
刺
身
の
つ
ま
に

す
る
と
き
の
道
具
で
す
。

写
真
左
は
、
か
つ
ら
む
き
器
で
す
。
真
ん
中
の
心

棒
（
針
）
に
大
根
を
刺
し
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
ま
す
。

す
る
と
、
側
板
に
と
り
つ
け
ら
れ
た
鉄
で
大
根
が
削

が
れ
、
か
つ
ら
む
き
が
で
き
ま
す
。
鉄
の
刃
渡
り
は

1
6
～
1
7
c
m
ほ
ど
、
側
板
は
大
根
の
太
さ
に
あ
わ
せ
て

前
後
に
動
か
し
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
か
つ
ら
む
き
に
し
た
大
根
を
、
ゲ
ー
ト
ル

を
巻
く
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
、
四
斗
樽
の
上

抜き型

写真3

かつらむき器

に
渡
し
た
か
ん
な
で
け
ず
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
糸
の
よ
う
に
細
く
切
れ
た
つ
ま
が
で
き
あ
が

り
、
樽
に
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

刺
身
に
そ
え
る
小
さ
な
わ
さ
び
入
れ
皿
も
大
根
で

作
り
ま
す
。
そ
の
抜
き
型
が
写
真
右
で
す
。

大
根
を
輪
切
り
に
し
ま
す
。
長
さ
1
2
～
1
3
0
0
ぐ
ら

い
の
輪
切
り
で
す
。
そ
れ
に
こ
の
抜
き
型
を
乗
き
さ

し
て
、
型
通
り
に
く
り
ぬ
き
ま
す
。
そ
れ
を
包
丁
で

薄
く
切
る
と
、
わ
さ
び
皿
の
で
き
あ
が
り
で
す
。

わ
さ
び
皿
は
、
季
節
に
よ
っ
て
梅
、
桜
、
菊
な
ど

の
花
形
に
し
ま
し
た
。
十
枚
一
組
に
し
て
竹
の
皮
で

包
み
、
一
組
一
銭
で
市
場
に
卸
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

戦
前
ま
で
は
台
東
区
の
三
ノ
輪
に
つ
ま
屋
が
数
軒
あ

っ
て
、
練
馬
か
ら
も
月
に
一
～
二
度
、
牛
車
で
大
根

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
つ
ま
作
り
の
道
具
は
、
以
前
台
東
区
で
つ
ま

屋
を
営
ん
で
い
た
方
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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